
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
尽
十
方
界

粟

谷

良

道

こ

こ
に
述

べ

る
尽

十

方

界

と

は
尽

十

方

世
界

の

こ

と

で

あ

り
、

尽

界

と

も
略

さ

れ

る
。

こ

の
語

は
道

元

の
著

書

『
正

法

眼

蔵

』

の
中

に

お

い

て
、

多

々
用

い
ら

れ

て

お
り

、

本

論

文

で
は
、

こ

の
尽

十

方

界

と

い

う

語

が

『
正
法

眼

蔵

』

の
中

に

お

い

て
、

ど

の
よ

う

に

用

い

ら

れ

て

い

る

か

を
明

ら

か

に

し

た

い
。

こ

こ
に
問

題

と

な

る
尽

十

方

界

は
、

周
知

の
よ

う

に
、

道

元

以

前

に

も
用

い

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

こ
と

は

『
正
法

眼

蔵

』

の
中

に
、

(
1
)
 

つ
ひ
に
み
ち
を
え

て
の
ち
、
人
に
し
め
す
に

い
は
く
、
尽
十
方
世
界
、

是

一
箇
明
珠

。
と
き
に
僧

問
、

「
承
、
和
尚
有
レ
言
、
尽

十
方
世
界
、
是

一

穎
明
珠
。
学
人
如
何
会

得
。」
師

日
、
「
尽

十

方

世

界

、
是

一
穎

明

珠
、

用
レ
会
作
レ麿

。
」
師
、
来

日
御
問
二
其
僧

↓
「尽
十
方

世
界
、
是

一
穎
明
珠
、

汝
作
磨

生
会

。」
僧

日
、

「尽
十
方
世
界
、
是

一
穎
明
珠

、
用
レ
会
作
レ
歴
。
」

師
日
、
「知
、
汝

向
二
黒
山
鬼
窟
裏

一作
二
活
計

こ

い
ま
道
取
す

る
尽

十

方

世
界
、
是

一
穎

明
珠
、

は
じ
め
て
玄
沙

に
あ

り
。
(
一
穎

明

珠
、
道

元

禅

師
全
集
上

・
六
〇
頁
)

(2
)
大
宋

国
湖
南

長
沙
招
賢
大
師
、
上
堂

示

衆

云
、
尽

十

方

界
、
是

沙

門

眼
。
尽

十
方
界
、
是

沙
門
家
常
語
。
尽

十
方
界
、
是
沙

門
全
身
。
尽
十
方

界
、
是
自
己
光

明
。
尽

十
方
界
、
存

二自

己
光

明
裏

幻
尽

十
方
界
、
無

二

人

不
二
是
自
己

殉
仏

道

の
参
学
、
か
な
ら
ず
勤
学

に
す
べ
し
…
…

(
光
明
、

道

元
禅
師
全
集
上

・

二

六
頁
)

(3
) 
先
師
古
仏

い
は
く
、

い
ま
諸
方
長
老
は
、

照
古
な
し
、
照
今
な

し
、
仏

法
道
理

不
曾
有

な
り
。
尽

十
方
界
等

急
歴
挙
、
那
得

レ
知
。
他
那

裏
也
未
二

曽
聴

一相
似
。
(
諸
法

実
相
、

道
元
禅
師
全
集
上

・
三
七

一
頁
)

(4
) 
長
沙

い
は
く
、
尽

十
方
界

、
真
実
人
体
。
尽
十
方
界
、

自
己
光
明
裏
。

(
諸
法
実
相
、
道

元
禅

師
全
集
上

・
三
七

一
頁
)

と
あ

る

こ
と
か

ら

も

伺

い
知

る

こ
と

が

で

き

る
。

ま

ず
、

(1
)に

示

し
た

箇

所

で

は
玄

沙

と
あ

る

よ

う

に
、
 

『
景

徳

伝

灯

録

』

巻

第

十

八

「
福

州

玄

沙

師

備

禅

師

」

に

は
、

僧
問
。
承
和
尚
有

言
。

尽
十
方
世
界
是

一
穎

明

珠
。

学

人
如

何

得

会
。
師

日
。
尽
十
方
世
界
是

一
顯
明
珠

用
会
作
麿
。
師
来

日
劫

問
其
僧

。
尽
十
方
世

界
是

一
穎
明
珠
汝
作
麿

生
会
。
対

日
。
尽
十
方
世
界

是

一
穎

明

珠

用

会

作

麿
。
師

日
。
知
汝
向
山
鬼
窟
裏
作
活
計
。
(
大
正
蔵

五

一
・
三
四
六
下
)
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と
あ
り
、
玄
沙
師
備
の
語
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
、
(
2
)

に
示
し
た
箇
所
で
は
長
沙
招
賢
大
師
と
あ
る
よ
う
に
、
『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
第
十

「湖
南
長
沙
景
山今
禅
師
」
に
は
、

上
堂
日
。
我
若

一
向
挙
揚
宗
教
。
法
堂
裏
須
草
深

一
丈
。
我
事
不
獲
己
。
所

以
伺
汝
諸
人
道
。
尽
十
方
世
界
是
沙
門
眼
。
尽
十
方
世
界
是
沙
門
全
身
。
尽

十
方
世
界
是
自
己
光
明
。
尽
十
方
世
界
在
自
己
光
明
裏
。
尽
十
方
世
界
無
一

人
不
是
自
己
。
我
常
向
汝
諸
人
道
。
三
世
諸
仏
共
尽
法
界
衆
生
是
摩
詞
般
若

光
。
光
未
発
時
汝
等
諸
人
。
向
什
磨
処
委
。
光
未
発
時
尚
無
仏
無
衆
生
消

息
。
何
処
得
山
河
国
土
来
。
(大
正
蔵
五
一
・
二
七
四
上
)

と
あ
り
、
長
沙
景
琴
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
、
(
3
)
に
示

し
た
箇
所
で
は
先
師
古
仏
と
あ
り
、
天
童
如
浄

を
指
す

と
思

わ

れ
る

が
、
『如
浄
語
録
』
等
に
は
こ
の
引
用
文
が
見
あ
た
ら
な

い
。

℃
の

一

節
は
道
元
が
如
浄
よ
り
直
接
聞
い
た
言
葉
を
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
(
4
)
に
示
し
た
箇
所
で
は
長
沙
の
語
と
し
て
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『景
徳
伝
灯
録
』
の
長
沙
章
に
は
見
あ
た
ら
ず
、

同

・
巻
第

二
十

一
の

「福
州
臥
龍
山
安
国
院
慧
球
寂
照
禅
師
」
に
は
、

師
問
了
院
主
。
只
如
先
師
道
。
尽
十
方
世
界
是
真
実
人
体
。
爾
還
見
僧
堂

塵
。
了
日
。
和
尚
莫
眼
花
。
師
日
。
先
師
遷
化
肉
猶
暖
在
。
(大
正
蔵
五
一
.

三
七
二
下
)

と
あ
り
、
慧
球
の
師
は
玄
沙
師
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
箇
所
の
引

用
が
果
し
て
道
元
の
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
長
沙
か
ら
の
引
用
で
あ
る

か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
『玄
沙
師
備
禅
師

広
録
』

巻

下

に

は
、

我
向
汝

説
。
尽

十
方
世
界
。
都
来
只
是
汝
真

実

人

体
。
何

処

更

有

一
法
。

(
続
蔵

二

一六

・
一
九

六
右
上
)

と
あ

る

こ
と

か

ら

も

、

な

お
疑

問

の
残

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
の
よ

う

に

、

道

元

は
尽

十

方

界

と

い
う
語

を
長

沙

景

琴

、

玄

沙

師

備

、

天
童

如

浄

か

ら

の
引

用

と

し

て
述

べ
て

い
る

の
で
あ

る

が
、

こ
れ

ら

の
箇

所

を

見

る
か

ぎ
り

、

長

沙

や
玄

沙

の
述

べ
て

い
る
尽

十

方

界

と

は

一
穎

明

珠

で
あ

り

、

沙

門

の

眼

で

あ

り
、

沙

門

の
全

身

で
あ

り

、
自

己

の
光

明

で
あ

り

、

真

実

人

体

で

あ

る

と

い
う

こ
と

が

で

き

る
。

道

元

は
ま

た

、

こ
れ

ら

の
引

用

に

基

づ

き
、

長

沙

や
玄

沙

と

同

じ

よ

う

に
尽

十

方

界

を

述

べ

て

い
る
。

す

な

わ

ち
、

『
正

法

眼

蔵

』

に
、

(
4
)
 
尽
十
方
界

は
是
自

己
な
り
、
是
自
己
は
尽
十
方
界

な
り
。
廻

避

の
余
地

あ
る
べ
か
ら
ず
。

(光

明
、

道
元
禅

師
全
集
上

・
一
一
九
頁
)

(2
) 

い
ま
尽
十
方
界

は
、
沙
門

一
隻

の
真

実
体
な
り
。

(神

通
、
道

元
禅

師

全
集
上

・
三

一
八
頁
)

(3
) 

一
穎
明
珠

は

こ
れ
尽

十
方
界
な
り
。

(
十
方
、
道
元
禅

師

全

集

上

・
四

七
八
頁
)

(4
) 

い
は
ゆ
る
仏

祖

の
光
明
は
、
尽
十
方
界
な
り
、
尽
仏
尽
祖
な
り
、
唯
仏

与
仏

な
り
。
(
光
明

、
道
元
禅
師
全
集
上

・
一
一
七
頁
)

と

あ

り
、

尽

十

方

界

が
自

己

で
あ

り

、

沙

門

一
隻

の
真

実

体

で
あ

り
、

一
穎

明

珠

で

あ

り
、

仏

祖

の
光

明

で
あ

る

と

述

べ

て

い

る
。

ま

た
、

「
身

心
学

道

」

の
巻

に

は

「
い

ま

の

な

ん

ぢ
、

い
ま

の
わ

れ

、

尽

十

方
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界
真
実
人
体
な
る
人
な
り
」
(道
元
禅
師
全
集
上
・
四
〇
頁
)
と
あ
る
よ
う

に
、
尽
十
方
界
真
実
人
体
に
つ
い
て
は
、
特
に

一
種

の
成
句

の
よ
う
に

用

い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
道
元
の
述
べ
る
尽
十
方
界
は
、
長
沙
や
玄

沙

の
述

べ
て
い
る
意
味
で
の
尽
十
方
界
ば
か
り

で
は
な
い
。
す

な
わ

ち
、
「身
心
学
道
」

の
巻
に
は
、

尽
十
方
界
は
入
万
四
千
の
説
法
緬
な
り
、
入
万
四
千
の
三
昧
な
り
、
八
万
四

千
の
陀
羅
尼
な
り
。
八
万
四
千
の
説
法
纏
、
こ
れ
転
法
輪
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、

法
輪
の
転
処
は
亙
界
な
り
、
亙
時
な
り
。
方
域
な
き
に
あ
ら
ず
、
真
実
人
体

な
り
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
四
〇
頁
)

と
あ
り
、
最
終
的
に
は
尽
十
方
界
が
真
実
人
体
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら

も
、
尽
十
方
界
が
八
万
四
千
の
説
法
悪
で
あ
り
、
八
万
四
千
の
三
昧
で

あ
り
、
八
万
四
千
の
陀
罹
尼
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「発

無

上
心
の
巻

に
は
、

草
木
瓦
礫
と
四
大
五
纏
と
、
お
な
じ
く
こ
れ
唯
心
な
り
、
お
な
じ
く
こ
れ
実

相
な
り
。
尽
十
方
界

・
真
如
仏
性
、
お
な
じ
く
法
住
法
位
な
り
。
(道
元
禅

師
全
集
上
・
五
二
八
頁
)

と
あ
り
、
尽
十
方
界
が
法
住
法
位

で
あ
り
、
真
如
仏
性
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
法
住
法
位
と
は
実
相
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら

も
、
尽
十
方
界
と
は
実
相

の
こ
と
で
あ
り
、
唯
心
の
こ
と
で
あ
り
、
草

木
瓦
礫
の
こ
と
で
あ
り
、
四
大
五
縫
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
「
坐
禅
箴
」
の
巻
に
は
、

飛
空
は
尽
界
な
り
、
尽
界
飛
空
な
る
ゆ
ゑ
に
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
一
〇

〇
頁
)

と
あ
り
、
尽
十
方
界
が
飛
空
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
関

連
し
て
、
「身
心
学
道
」

の
巻
で
は

「去
来
は
尽
十
方
界
を
両
翼

三
翼

と
し
て
飛
去
飛
来
す
、
尽
十
方
界
を
三
足
五
足
と
し
て
進
歩
退
歩
す
る

な
り
」
(道
元
禅
師
全
集
上
.
四
一
頁
)
と
述
べ
て
お
り
、
尽
十
方
界
は
飛

去
飛
来
で
あ
り
、
進
歩
退
歩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「授
記
」
の
巻
に
は
、

授
記
こ
れ
破
顔
微
笑
な
り
、
授
記
こ
れ
生
死
去
来
な
り
。
授
記
こ
れ
尽
十
方

界
な
り
、
授
記
こ
れ
偏
界
不
曽
蔵
な
り
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
一
九
六
頁
)

と
あ
り
、
尽
十
方
界
が
授
記
で
あ
り
、
破
顔
微
笑
で
あ
り
、
生
死
去
来

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
三
界
唯
心
」

の
巻
に
は
、

釈
迦
大
師
道
、
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。
い
ま
こ

の
三
界
は
、
如
来
の
我
有
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
尽
界
み
な
三
界
な
り
。
三
界
は

尽
界
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
三
五
四
頁
)

と
あ
り
、
尽
十
方
界
が
三
界

の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

同
処
に

「我
有
は
尽
十
方
界
真
実
人
体
な
り
、

尽
十
方
界
沙
門

一
隻
眼

な
り
。
衆
生
は
尽
十
方
界
真
実
体
な
り
、

一
一
衆
生
の
生
衆
な
る
ゆ
ゑ

に
衆
生
な
り
」
と
あ
り
、
三
界
、
我
有
、
衆
生

の
全
て
が
尽
十
方
界
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
仏
経
」

の
巻
に
は
、

い
は
ゆ
る
経
巻
は
、
尽
十
方
界
こ
れ
な
り
。
経
巻
に
あ
ら
ざ
る
時
処
な
し
。

(道
元
禅
師
全
集
上

・
四
〇
五
頁
)

と
あ
り
、
尽
十
方
界
が
経
巻

の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
道
元
は
種

々
な
形
で
尽
十
方
界
を
述
べ
て
お
り
、
最

早
、
長
沙

・
玄
沙
の
述
べ
る
尽
十
方
界
の
域
を
脱
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

六
箇
所
に
及
ぶ
例
の
う
ち
、
尽
十
方
界
を
真
如
仏
性
、
法
住
法
位
、
実

相
と
述

べ
て
い
る
箇
所
は
長
沙
、
玄
沙
の
説
に
全
面
的
に
従

っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
尽
十
方
界
を
八
万
四
千
の
説
法
羅
、

八
万
四
千

の
三
昧
、
八
万
四
千
の
陀
羅
尼
、
授
記
、
経
巻
と
述
べ
と
い

る
箇
所
は
長
沙

・
玄
沙

の
説
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
道
元
の
発
展
解
釈

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
尽
十
方
界
を
草
木
瓦
礫
、
四
大

五
纏
、
生
死
去
来
、
三
界
と
述

べ
て
い
る
箇
所
は
、
長
沙

・
玄
沙
の
説

と
は
異
な
り
、
道
元
独
自

の
解
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
、
尽
十
方
界
に
対
す
る
道
元
の
発
展
解
釈
が
指
摘
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、

こ
の
尽
十
方
界

の
尽
に
つ
い
て
、
「十
方
」

の
巻
で
は
、

こ
の
十
方
無
尽
な
る
ゆ
ゑ
に
、
尽
十
方
な
り
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
四
七

七
頁
)

と
述
べ
て
お
り
、
無
尽
の
尽
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
道
元
の
尽

十
方
界
に
対
す
る
発
展
解
釈
は
尽
を
無
尽

の
尽
と
解
釈
す
る
と
こ
ろ
に

帰
因
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。す
な
わ
ち
、尽
を
無
尽
と
解

釈
す
る
抱
容
性
に
こ
そ
道
元
の
立
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
独
自
の
解
釈
を
展
開
し
て
ゆ
く
道
元
の
立
場
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
抱
容
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
も
の
の
、

「諸
法
実
相
」
の
巻
に
は
、

方
便
門
は
暫
時
の
伎
偏
に
あ
ら
ず
、
尽
十
方
界
の
参
学
な
り
、
諸
法
実
相
を

拮
じ
参
学
す
る
な
り
。
こ
の
方
便
門
あ
ら
わ
れ
て
、
尽
十
方
界
に
蓋
十
方
界

す
と
い
へ
ど
も
、
」
切
菩
薩
に
あ
ら
ざ
れ
ば
そ
の
境
界
に
あ
ら
ず
。
(道
元

禅
師
全
集
上

・
三
六
九
頁
)

と
あ
り
、
尽
十
方
界
の
参
学
は
菩
薩
の
境
界
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と

述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
三
昧
王
三
昧
」
の
巻
に
は
、

碁
然
と
し
て
尽
界
を
超
越
し
て
、
仏
祖
の
屋
裏
に
大
尊
貴
生
な
る
は
、
結
珈

鉄
坐
な
り
。
…
中
略
…
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
坐
の
尽
界
と
余
の
尽
界
と
、
は

る
か
に
こ
と
な
り
。
こ
の
道
理
を
あ
き
ら
め
て
、
仏
祖
の
発
心
・
修
行
・
菩

提

・
浬
契
を
弁
胃
す
る
な
り
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
五
三
九
頁
)

と
あ
り
、
尽
界
を
超
越
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
結
珈
跣
坐
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
菩
薩
の
境
界
で
あ
る

こ
と
、
結
珈
跣
坐
の
実

践
で
あ
る
こ
と
の
厳
し
い
面
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
ま
と
め
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
、
尽
ナ

法

界

の
典
拠

に

つ
い

て
、
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
、
長
沙
景
琴
、
玄
沙
師
備
、
天
童
如
浄

に
求

め
て
い
る
。
次
に
、
尽
十
法
界
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
長
沙

・

玄
沙
の
説
に
全
面
的
に
従

っ
て
い
る
箇
所
、
長
沙

・
玄
沙

の
説
に
基
づ

き
な
が
ら
も
発
展
解
釈
を
加
え
て
い
る
箇
所
、
道

元
独
自

の
解
釈
を
述

べ
て
い
る
箇
所
の
そ
れ
ぞ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
道
元

の
尽
十
方
界
に
対
す
る
解
釈
は
尽
を
無
尽

の
尽

と
解
釈
す
る
抱
容
性
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
道
元
は
ま
た
、
尽
十
方
界

の
真

の
理
解
は
菩

薩

の
境
界
と
結
珈
鉄
坐
の
実
践
に
よ

っ
て
の
み
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
結
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
所
員
)
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